
教育目標 心身を鍛え、たくましく生きる人 

 

  

 

 

新年にあたり 

                            校長 宇田川 裕美 

 

 新しい年となりました。昨年は、本校の教育活動へのご理解、ご協力いただきまことにありが

とうございました。本年も、どうぞよろしくお願いいたします。 

 しかしながら、元日には大きな災害があり、日が経つにつれてその被害の大きさに、胸が苦し

く、心が痛む年明けとなりました。今回の災害でお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈り申

し上げるとともに、被災されたすべての方々に心からお見舞い申し上げたいと思います。 

 さて、始業式には、今自分ができること、日常を精一杯行っていこうというお話をしました。

例えば、学校生活では、授業に集中する、自分の役割をしっかり果たすといった基本的なことを

確実に行うこと、そして、自分にかかわる人々に感謝することなど、今の日常を、一日一日を大

切にしてほしいと思います。 

３年生は、義務教育最後の３学期、そして、次の進路に向けた大事な時期となります。また、

１、２年生は、今年度のまとめをしながら、次の学年に向かって準備をしていく期間です。３学

期は、短い中でも行事があります。ぜひ、自分ができることを確実に行い、そして、誰かの役に

立ったり、社会に貢献したりできる力をさらにつけていってほしいと思います。 

最後になりますが、生徒会が中心となって、能登半島地震への募金活動を朝の登校時間に実施

しております。生徒たちが自分たちで今できることは何か考えて行動しているものです。ぜひ、

ご理解、ご協力くださいますようよろしくお願いいたします。 

＜３学期の主な行事＞ 

 

  

１月２３日（火）～２５日（木）１年スキー教室 ３月 １日（金） ８組校外学習、１年保護者会 

１月３１日（水） ２年オリパラ推進事業（ボッチャ） ３月 ８日（金） ３年学年行事、８組保護者会 

２月 ９日（金） 新入生保護者説明会 ３月１５日（金） １年学年行事 

２月２２日（木）～２７日（火）学年末考査 ３月１９日（火） 卒業式 

２月２８日（水） ２年ＴＧＧ(体験型英語学習施設)学習 ３月２１日（木） ２年学年行事 

２月２９日（木） ２年保護者会 ３月２５日（月） 修了式 
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＜安心・安全な学校生活をおくるために＞ 

 ２学期の終業式に、全校生徒へ大切な心と体を守るための話をいたしました。また、今後のより良

い指導に向けて教職員も研修を実施いたしました。 

「体罰」「性暴力」は、体と心を傷つける行為であり、決して行わ 

れてはならないことです。何か気になることなどなどございましたら、 

学校までご相談ください。また、その他相談機関等についても、配布 

しております。今後も、学校が安全で、安心できる居場所となるよう 

努めてまいります。 



教育目標 自他を思いやる、心豊かな人 教育目標 自ら学び考え、向上しようとする人 

いのちの授業公開講座 

12月 14日 調布市における『いのちとこころの教育月間』の一環として「いのちの授業」を行

いました。今回は助産師の田中佳子様をお招きし講話をいただきました。「命の誕生」を題材とし

た講義では生命の始まりから、皆それぞれの終わり方があること、人間が身体的、精神的に様々

な過程を経て成長していく様子、また、話題に上ることの多い貧困問題やジェンダーレスな社会

への向き合い方など多方面からのアプローチでお話ししていただきました。 

講話のお礼の言葉を生徒代表の 3 年生・笠井さんが述べ講座を締め括りました。当日は授業公

開も含め保護者の皆さまにも多数ご参観いただき感謝申し上げます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

8組 合同学習発表会 

 12月 8日 調布市内、小・中学校の特別支援学校が参加する合同学習発表会が調布市グリーン

ホールにて行われました。 

 本校からは 8 組生徒が「ぼくとわたしの好きな時間」をテーマとし、学校生活の中で自分の好

きな時間についてそれぞれがスライドショー形式で紹介しました。また、他校生徒の発表を鑑賞

し「素晴らしい発表だった」などの意見が出ました。 

 

避難訓練 

  12月 18日 避難訓練を行いました。本校では毎月避難訓練を行うようにしています。地震、

火災、水害等想定される災害の種別を設定しそれぞれに沿った避難方法で訓練を実施しています。

今回の災害想定は地震による訓練でした。まず、揺れが収まるまで自分の身を守る行動を取りま

す。揺れが収まったら職員による校舎内の倒壊箇所の確認、倒壊箇所を避けての避難経路を瞬時

判断し、生徒を誘導します。避難した後も点呼で逃げ遅れた生徒がいないかを確認します。元日

に起こった能登半島地震での被害を知るごとに改めて避難訓練の重要性を認識した方も多かった

のではないでしょうか。今後も緊張感を持って避難訓練に臨みたいと思っております。 

   


